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国家と民族のはざまの歴史＊
――中国東北地域の朝鮮族農民 ――
林 梅＊＊
１．はじめに
いま、中国東北地域１）の農村から朝鮮族の村が
つぎつぎと消えている。人口の９割が農民であっ
た中国少数民族である朝鮮族の生活環境に今何が
起きているのか。ある朝鮮族村の７０代の長老は
「良いことは経済的に余裕ができたことだが悪い
ことは日本統治の時期よりも村が機能しなくなっ
たこと」と、祖先が命をかけてつくりあげてきた
村の存続を危惧した２）。
１９７８年の中国における改革・開放から３０年、
「中国の特色のある社会主義」というスローガン
のもとで、グローバルの波は中国農村の隅々にま
で広がった。その中で、朝鮮族の人々は言語的・
文化的同質性を活用して、韓国の経済と「手をと
り」経済成長を遂げてきた。しかし、それは安定
した成長とは言いがたく、一時的な利益の追求に
ほかならないと批判もされている。一方、祖先が
命をかけて開墾した土地が「よそ者」（朝鮮族以
外の人）の手に渡ったり、離農によって放棄され
たりと、深刻な現実問題に直面している。土地利
用権に対する不安は、近年における食糧価格の高
騰とともにますます増大している。故郷の村を飛
び出し国際舞台に進出した朝鮮族の人々は浮遊物
となり、帰るべき場を失っている。このような不
安こそが、中国の改革・開放政策の実施による経
済成長にともなって、朝鮮族という少数民族社会
をゆるがしているのである。
現在再び転換期を迎えて大変動の中にある中国
朝鮮族農村というコミュニティは、昨今の民族社
会において大きな争点となっている。多くの研究
者によってコミュニティの解体論が確信されてい
る中、事態はいかなるもので、どこへ向かおうと
しているのか。それらは、歴史における朝鮮族農
村のコミュニティのルーツおよびその形成・変容
過程とどのような関連性をもっているのか。
本稿では、中国朝鮮族農村の歴史をこれまでの
歴史研究の成果を踏まえながら、社会学的な立場
から土地を中心とした政治・政策とそれに対する
生活実践の相克のなかで、形成され、変容してき
た朝鮮族農村コミュニティについて検討する。
２．中国朝鮮族という政治概念
中国朝鮮族とは、中国籍の朝鮮人で主に１７世紀
半ばから２０世紀の半ばにかけて朝鮮半島から移住
してきた移住民族を指している。
１９世紀後期、朝鮮国内の多くの人々は儒教思想
に依存して支配を維持してきた李朝に限界を感じ
ていた。進歩的で改革的な人々によって、社会団
体が結成され、思想・意識に対する啓蒙運動が展
開されていた。その当時、すでに中国に移住して
いた朝鮮移民の大部分は、自作農という理想を
もって日常生活を維持することに精一杯であっ
た。北京大学朝鮮文化研究所が編集した『思想
史』によると、１９１０年に朝鮮を占領した日本は反
日愛国運動を激しく弾圧し、土地調査によって多
くの破産農民を生んでいた。朝鮮国内における反
日運動に限界を感じていた愛国者と土地を失った
農民が東北地方に移住をした。民族志士による民
族私立学校とキリスト教、カトリック教、天道教、
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大教などによる民族宗教学校の教育を通じて思
想啓蒙運動が広がった（北朝研３）２００６：２―３）。
中国朝鮮族の反日意識はこうした学校教育を通じ
た近代的民族意識の啓蒙によって形成された。
日本帝國主義と朝鮮民族との対立がもっとも先
鋭になったとき、地理的に隣接していたロシアか
ら「１９２０年代初期に延辺を中心とする朝鮮族の居
住区域にマルクス・レーニン主義が伝播された」
（北朝研２００６：１９６）。１９２０年代はマルクス思想が
他の思想と宗教にとってかわり「社会主義思想が
朝鮮人社会発展を導く主流思想となった」（北朝
研２００６：１１）時期であった。また、１９３０年を境
に「朝鮮共産主義団体が分裂し、国際共産党の指
示に従い、中国共産党と提携して最終的には中国
革命に投身した時期」（北朝研２００６：１９８）とな
り、反日運動はさらに激化していった。
「反日闘争」という「ナショナルなもの」は多
民族の結束を可能にして、中国共産党による中華
人民共和国の成立を促した。中華人民共和国にお
ける新たな国家政権維持もまた、民族思想をこえ
る新たな「ナショナルなもの」を掲げる必要が
あった。それが、中国の５６個の民族を束ねる「社
会主義建設」であった。中国共産党は民族平等政
策を掲げ、１９４８年８月延辺地区委員会により延辺
の朝鮮族人民の中国国内少数民族としての地位を
保証し、団結して党の方針を徹底的に実行すべき
であると宣言した。この決議書の採択によって、
少数民族としての中国朝鮮族という政治概念が確
立された。
この政治概念は、さかのぼって明末清初から中
華人民共和国成立までの間、絶えることなく移住
を繰り返していた朝鮮移民を中国少数民族へと移
行させた。同時にその民族の歴史を反帝国主義と
反封建主義および中国東北の開発と中華人民共和
国の社会主義建設という中国共産党の歴史的イデ
オロギー形成過程として確立させた。
中国少数民族として中国政治の歴史舞台に登場
することで、朝鮮族農民は民族と土地の所有権を
同時に、そしてはじめて獲得したのである。彼ら
は、自らが開墾した土地であるにもかかわらず、
長い間土地の所有と民族という選択肢のなかで二
者択一の状況に追い込まれていた。そのような状
況で、民族と土地所有の両立を可能にしたのは中
国朝鮮族という政治概念にほかならなかったとい
える。
３．先行研究から見る中国朝鮮族の歴史
中国朝鮮族という政治概念の確立は、朝鮮族の
歴史の始まりを意味したわけではなかった。少数
民族という構造化された歴史のなかにおいて、実
に１９８０年まで朝鮮族は独立した歴史をもっていな
かった。中国国内における社会学、国際政治学な
どの学問が封印されていたことと同じく、民族の
歴史を記述することも封印を余儀なくされてい
た。１９８０年ごろ、延辺大学の教授朴昌氏により
ようやく初の『中国朝鮮族簡史』が生まれた。そ
れから３０年ほどの間に、歴史学を中心に中国朝鮮
族歴史研究は著しい成果を収めてきた。
中国の改革・開放とともに始まった「中国の特
色のある社会主義」という政治的なスローガンが
経済のグローバル化のなかで色あせていくにつ
れ、再び国家と民族の問題が浮上しつつある。そ
のなかで、今日、中華人民共和国成立以前の歴史
研究が非常な盛り上がりをみせている４）。
また、中華人民共和国成立以前の歴史研究は、
中日韓の研究者を中心に移民史、抗日闘争史、独
立運動史の研究が主流となっており、中国朝鮮族
は基本的に生活難から移住を余儀なくされたとい
う歴史を持つにもかかわらず経済生活史の研究は
限られていた。さらに、移住朝鮮民族の９０％が農
民で、農民の基本欲求が土地であったにも関わら
ず、土地政策は、移民史、反日運動史のなかでそ
の時代背景として言及されるにすぎず、土地政策
の歴史そのものが注目されることはあまりなかっ
た。
そのような研究状況下で、２００１年に出版された
孫春日氏の『解放前の東北朝鮮族土地関連史研
究』が土地政策について最も体系的に論じられた
最初である。孫氏は中華人民共和国成立以前の土
地政策を中国、朝鮮、日本などの国際情勢下にお
いて動態的にとらえている。また、朝鮮移民の置
３）北京大学朝鮮文化研究所の略称として北朝研を代用する。
４）しかしその反面、中華人民共和国成立以後の歴史研究はあまり盛り上がってないことが指摘できる。
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かれた立場を中日の土地政策史の変容の因果関係
のなかで分析している。
また、朝鮮族歴史の独自性の全般を扱ったもの
としては、２００４年２月から延辺日報（延辺自治州
の代表的な新聞）に連載された『我が歴史、正し
く理解して暮らしましょう』（第１回～９４回）が
貴重な資料となっている。この連載は主に朴昌
氏が顧問を担当し、金哲浩記者が編集したシリー
ズである。民族の歴史に対する理解が白紙ともい
える現状で民族の使命感と民族性を一般に広く伝
えた報道であった。
民族文化という視点から朝鮮族の歴史を総体的
に取り上げたものには『中国朝鮮族民族文化史大
系』がある。この研究は、延辺大学、北京大学、
中央民族大学、吉林省社会科学院の朝鮮民族研究
学者たちにより１９８０年代半ばから研究と執筆が開
始された。全１１巻で、言語史、文学史、芸術史、
教育史、思想史、宗教史、民族史、新聞出版史、
科学技術史、医療保健史、体育史で構成されてい
る。
本稿では、これらの文献と２００３年から２００８年に
かけて実施した朝鮮族農村調査でのインタビュー
などを資料として中華人民共和国成立以前の朝鮮
族の移入と定着、そしてコミュニティ形成につい
て分析を行う５）。中華人民共和国以後の朝鮮族農
村における土地改革から１９７８年の「土地承包制」
実施までを取り上げた研究は非常に少ない。した
がって、前半の歴史については主に上記の文献に
依存して記述する。後半の時期は前半に比べ一次
資料の入手が可能な点とその歴史を経験した人々
の証言を得ることが可能である。後半の分析にあ
たっては当時の政府の政治・政策にかかわる資料
と聞き取り調査を中心に行うことにした。
本稿では、歴史資料、歴史関連研究、政治・政
策の原文、実地調査などの資料によって、中華人
民共和国成立以後の土地政策についてこれまでの
研究を補足するとともに、歴史全般過程における
土地政策をひとびとの生活実践という視点から記
述、分析した。
次節からは、中華人民共和国成立以後の朝鮮族
の歴史を土地政策の転換期点で時期区分し、政治
・政策と生活実践の関係を考察するとともに、そ
のコミュニティの形成、変容過程について検討す
る。
４．社会的逸脱集団
中国朝鮮族を理解するためには、１７世紀半ばに
さかのぼり、「犯禁越境」６）を強行した起源から
考察する必要がある。中国朝鮮族は、中国の５５７）
の少数民族の一員であるが、他の少数民族のほと
んどが先住民であるのに対して、「犯禁越境」を
した移民である。
「犯禁越境」をした朝鮮人はいかなる状況で朝
鮮半島を離脱して中国東北地域に定着を強行した
のか。禁止令の一つは、「清朝は１６２７年に朝鮮と
『江都會盟』を締結し、封彊を約束した」（孫
２００１：３８）ことによる「封彊政策」である。もう
一つは、「清朝の統治者たちが都を瀋陽から北京
に移した（１６６４年）後、長白山以北の土地を『隆
興之地』すなわち満族の発祥地として厳しい封禁
を実施しながら、移民たちの移住を一律に禁止し
た」（金２００４：第１回）こ と に よ る「封 禁 政
策」８）である。事実上、清国と朝鮮の協力関係に
よって、東北地域は清朝の発祥地という名目下で
２４０年間にわたって移住禁止令が実施され、越境
で捕らえられた朝鮮人は残酷な刑罰に処されてい
た（孫２００１；金２００４）。
このような二重の禁止令を犯してまで中国東北
地域への越境と定着を強行した理由とはなにか。
５）文献では主に政治・政策に関する詳細なデーターと生活実践形態を探り、インタビューによって生活実践の可能
性への判断とコミュニティとの関連を調べた。
６）禁止令を犯して国境を超える意味に対する固有語として使われている。
７）１９９９年９月に中華人民共和国国務院新聞事務室によって作成された政府白書―「中国の少数民族政策とその実
践」では、「中国では、漢族以外の５５の民族の人口が相対的に少なく、習慣的に『少数民族』と呼ばれている」
と記述している。
８）この政策の主な対象は漢族で、主要な目的は満族とモンゴル族の東北における特殊な経済利益を保護、満族固有
の慣習を保存するために漢民から影響を防止し、満族と他民族との民族隔離政策の実施を図るためのものであっ
た。
６ 校【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１０５号／林 梅
October ２００８ ― ―８７
一つは、朝鮮国内において生計を立てる手立てが
なく、人々が餓死に追い込まれていたとき、国境
の向こう側である中国東北地域には「無尽蔵な自
然資源が深く眠っていた」（金２００４：第１回）こ
とである。その二つ目は、「朝鮮人参や狩猟が
もっとも重要な問題として浮上していた」（孫
２００１：５３）ことである。このことからは、自然資
源を採集して朝鮮国内に持ち込むことが可能で
あったことがわかる。それに加え「一般農民の越
境も少なくなかった」（孫２００１：５４）。彼らは
「渓谷や閑寂なところでひそかに耕作を行った」
（孫２００１：６０）。狩猟と農業を区分することは採
取および狩猟には技術や運が必要で、簡単に獲得
可能なものではないことを意味している。飢餓に
追い詰められていた農民には農業技術を生かすほ
かなく、土地利用が飢餓回避の最も有効な選択で
あったことがわかる。その三つ目は、土地という
自然資源を利用するにはその土地に定着しなけれ
ばならなかったことである。これらの三つの要素
が重なったことが「封彊政策」と「封禁政策」下
において、命を落とすリスクを背負っても越境を
敢行した理由であったと考えられる。
１８８５年ごろになると越境者数はピークに達す
る。朝鮮国内の情勢が政治と経済両面において深
刻化していたこともあげられる。特に、「１８６０年
から１８７０年までの１１年間、朝鮮北部は大寒波と大
虫害、大干ばつによって、有史以来経験したこと
のない災害に見舞われていた。それに加え、朝鮮
王朝の腐敗した官史の苛政で朝鮮国内の民衆は一
層過酷な状況に陥っていた」（金２００４：第１
回）。さらに、中国国内では封禁令を廃止して民
間人を募集し、東北を開墾する「移民實邊」９）政
策１０）を実施しなければならない状況に陥ってい
た。それは、深刻な災害に見舞われた「関内１１）の
流民が封禁を押し切って封禁区域に押し寄せた」
（孫２００１：５０）ことで「封禁政策」が有名無実な
ものになっていたからである。一方、アヘン戦争
以後西洋列強の中国への侵略、ロシアによる東北
の土地の大量占領、日本の三井物産株式会社の中
国東北における専門的対外貿易などで、本来土地
は広いが人口が少ないために清政府の援助で維持
されていた東北地域の財政は危機に陥っていた
（孫２００１：４７―４９）ことなどにも起因するもので
あった。
このような両国の状況下において、封禁令の廃
止と「移民實邊」は朝鮮人を対象にした政策では
なかったものの、それまでの空白地帯における朝
鮮人の取り締まりが緩くなったことを意味する。
「犯越潜入」の越境者は必然的に増加し、未開墾
地を求める人々によって土地利用は国境近くから
さらに範囲を広げていった。もっとも、１７世紀半
ばから１８８５年の「封禁政策」の完全廃止まで、朝
鮮人の越境は禁止されており、その土地利用はひ
そかなものであった。
朝鮮からの越境という事象は社会的潮流となり
社会的逸脱集団を生んだとみなせる。このような
社会的集団は個人あるいは小集団レベルでの移動
行為において、飢餓回避という実践の意識と行為
の目的地である物理的空間として中国東北地域を
共有していた。しかし、その物理的空間内部にお
いて彼らは、部落を形成して暮らすのではなく官
庁の目を避けて分散して暮らしていたのである。
諸個人及び小集団はバラバラに散らばった状態で
内部において何らかの連携があったわけではな
い。結局、朝鮮と清朝の二重の封禁令は、生計と
生存を求める越境者にとっては暴力的政策であ
り、その暴力によって彼らは同じ地域性をもつ集
団ではあるが、内においては共同性と社会性の絆
のいずれももっていなかったことがうかがえる。
５．コミュニティの形成と社会性の出現
１８８３年には朝鮮による「封彊政策」が解禁さ
れ、１８７５年から１８８５年までの間、清朝における
「封禁政策」は段階的に廃止されていった。引き
続き、清朝が関内の漢民に対して実施していた
「移民實邊政策」を朝鮮開墾民に実施したことで、
朝鮮人の集落が形成され、個人及び小集団間の連
９）国境地帯に配置することを意味する。
１０）辺境を充実しロシアの侵略を防止、流民を安置して無断での開墾を防ぐ、開墾をさせ地税を徴収、百姓の生活に
有利という目的で実施された民間人を収集して東北を開墾する政策である。
１１）中国の山海関より西で嘉峪関より東の地区を指している。
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携が高まることになった。
朝鮮越境者を利用して實邊開墾したほうがもっ
とも現実的だと判断した背景には、関内の漢族に
とって、豆満江北部（現在の延辺地域）は、「内
地から遠く交通が不便であるうえ、気候が合わな
い」（孫２００１：７２）ため、彼らに好まれない地域
であったことと、その時この地域にはすでに「犯
越潜入」していた朝鮮人が多かったことがあげら
れる。この政策の実施によって朝鮮越境者たちは
官吏の目を避けて暮らす日々を終結することに
なった。また、公式に越境が認められたために、
更に多くの移民が中国に流れ込んだ。先に越境し
た親戚、元同村人、知人を頼ってきた移民によっ
て集落が形成され本格的な水田開発などが展開さ
れたと見られる。実に、１９０７年までに中国人の４
倍以上の５万戸に達する朝鮮開墾民の民家が間
島１２）地区に移住した（孫２００１：７９）。
集落の形成に続き、成員が血縁関係と知人関係
で結ばれていたこと、生存と生計のための定住と
いう共同の目的、水田農業が人々の協力関係を要
したこと、潜入生活でひそかな日常という制限も
解かれたことなどで速やかにあらたな共同性の絆
が生まれた。このようにして生活世界としての朝
鮮人コミュニティが形成されていった。
朝鮮人コミュニティ全体を取り巻く生活実践の
工夫が試みられたのは、安置における漢族の優遇
政策と朝鮮人に対する入籍令と帰化の勧誘などに
起因する。漢族の優遇政策とは、漢族には質がよ
く収穫量も多く、自力で耕作できないほど広い土
地を配分した政策である。また、徴収される地代
も朝鮮人の方が漢族に比べかなり高く、漢族地主
に払う租地銭（小作料）の負担も重かった（孫
２００１：８４―９３）。さらに、入籍令と帰化の勧誘では
「雉髪易服１３）、帰化入籍」が強制されていた（孫
２００１：９３）。わずかな土地を開墾して所有権を得
ようとしても、地主の土地を開墾して小作農とし
ての利用権を得ようとしても、満族の服装と髪型
をして中国籍に入籍しなければ土地所有権および
小作権が得られないのであった。
朝鮮開墾民はやせ細った土地しか残されてない
状況で、漢族が見捨てた河川敷の砂浜や山の谷間
を根強く開墾し、肥沃な水田や畑にして、その土
地に対する所有権の獲得を試みた。しかし、「雉
髪易服、帰化入籍」は簡単に乗り越えられるもの
ではなかった。満族の服装と髪型をして中国籍に
入籍することは、民族の象徴である白衣黒冠と家
系の隆盛の象徴である丁髷と被り物を捨てること
であり、儒教文化の強い影響下で徹底した排他主
義思想を植え付けられていた朝鮮民族にとっては
祖先に対する裏切り以外のなにものでもなかった
（金２００４：第３回）。
このように開墾民は、土地所有権を獲得するた
めに文化と伝統を放棄して他国の風習に従うか、
何年もかけて築き上げた唯一の生存手段である土
地を放棄するかという進退両難の状況に直面して
いた。このような状況から抜け出すために非帰化
開墾民たちは、「中国に帰化して土地事情にも詳
しい人、あるいは中国役人と密接な関係をもって
いる帰化朝鮮人を土地地券の名義人に立てている
が、実際には帰化してない数人ないし数十人が共
同出資して土地を購入し、その土地の所有権をも
つ形態」（孫２００１：９９）をとった。「この地券の
名義人をバンジュインと呼び、実質的な土地所有
者を佃民と呼んだ」（孫２００１：９９）ことから「佃
民制」と称した。この「佃民制」は資金が乏しい
佃民１４）問題と中国官庁や強盗に対する共同防備１５）
にも役立つという側面を持っていた（孫２００１：
９９）。
清朝による不平等な安置政策と民族同化の強制
は、コミュニティに朝鮮人としての文化的固有性
を超える社会性を植え付けることとなった。人々
は、「佃民制」という実践を通して初めてコミュ
ニティの一体性と連携の絆を確認したことにな
る。この生活実践はコミュニティの社会性と共同
１２）中朝辺境である豆満江以北の朝鮮人居住地つまり現在の延辺自治州一帯をいう。
１３）髪と着物の姿を満族のようにすることを他の民族に強制した清朝統治者たちの同化政策である。
１４）間島地方において、地券というのは大面積の土地であったため、経済的に貧しかった開墾民の一人二人が買い上
げるには非常に無理があった。
１５）辺鄙なところで生活していた開墾民は常に官庁の横暴と強盗の襲撃に悩まされていて、一人で抵抗するより力を
合わせ共同に抵抗した方が効果的で安全であった。
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性の強化に大きな役割を果たした。一方、生活実
践を可能にしたのは共同性に基づいていた既存の
コミュニティであり、その内的共同性による支え
がなかったら生活実践はもちろん、それに伴うコ
ミュニティの強化も不可能であったに違いない。
６．政治実践の出現
「佃民制」という実践は、朝鮮人コミュニティ
が有していた文化的固有性を超える社会性を創造
することによって生活における障害を解消するも
のであった。清朝と日本の両国の思惑がもっとも
先鋭な対立を見せていた１９００年代から１９３０年代ま
での間、朝鮮移民のコミュニティは更なる試練に
直面することになる。そして、その試練は朝鮮人
コミュニティに新たな社会性を与えることになっ
た。
この時期の土地政策を概観するには、中国、日
本、朝鮮の三カ国の影響を考慮にいれる必要があ
る。まず、日本は、日露戦争が終結して「韓日乙
巳保護条約」で朝鮮半島に対する特権を手に入
れ、「１９０９年９月４日、朝鮮の外交権を捜査して
いた日本は清朝と『間島協約』を結んだ。協約
は、間島が中国領有であることを認める代わりに
間島に日本領事館を設立し、領事裁判権と朝鮮人
の土地所有権を認める承諾を清政府から得た」
（孫２００１：１０３）。このようにして日本は、朝鮮人
が多く居住している間島において朝鮮人問題に干
渉する条件を備えた。この協約によって、清朝の
法律においてはじめて朝鮮開墾民に対する形式上
の土地所有権が承認された。
一方、この事態を、「朝鮮人問題を通じて満州
を侵略しようとする日本の野心を看破した清政府
はその防備対策として朝鮮開墾民に多くの警戒と
抑圧を与え始めた」（孫２００１：１０５）。その反面、
財政難に陥っていたことから「民国政府は１９１４年
『国有荒地承墾条例』を発表し、吉林省（延辺を
包括している）も『吉林全省放荒規則』を発表」
（孫２００１：１２５）して開墾を奨励した。この開放
政策による、「東北地域における旗地１６）の土地占
有制が私的地主の土地占有制へと転化する過程
は、奉天軍閥官僚資本の形成過程であった。この
資本の形成は経済発展に基づくものではなく、奉
天軍閥官僚が政治権力を利用して金融資本と各産
業部分そして日本帝国主義と手を結んで発展した
ものであった」（孫２００４：１２６）。
さらに、朝鮮国内でも大きな社会変化が起きて
いた。日本帝国の日韓併合によって朝鮮は日本の
植民地へと転落し、特に１９１０年から１９１８年までに
行った「土地調査事業」１７）は多くの破産農民を生
み出した。また、２０年代に起きた「３・１独立運
動」１８）を契機に、日本の植民地統治に反対して独
立を勝ち取るためには、東北で反日運動基地を建
設する必要があるという潮流が反日志士のなかで
生まれた。その結果、「亡国の民を望まない愛国
志士と土地を失った破産農民が大規模に東北へ移
住をはじめた」（北朝研２００６：２）。この時期朝鮮
移民たちは比較的に「安全で土地があれば、どん
な地域でも移住して朝鮮移民の集落を形成した」
（孫２００１：１３４）。
１９０４年ごろ形成された新龍村の村人によると、
「先祖がこの地に着いたとき、土地らしい土地は
なく、今日の水田はアシで埋まっていた川辺の砂
地を開拓したものである」という。また、１９３０年
代には付近で一番規模の大きい村で何百人にまで
人口が増えたという。新龍村から東北２０kmほど
離れた鶏林村は、四面が山に囲まれた村で、新龍
村より早い段階で形成されたという。１９３０年ま
で、村の人口は１０００人規模まで膨れ上がって、村
人が自発的につくった学校まであったという。学
校では反日教育が行われ、村全体が反日運動を支
援していたとみられる。ふたつの村は、いずれも
人口増加で土地が極端に不足していて、目の前の
飢餓問題を解決するために密輸業を行うものが少
なくなかった。この時期、朝鮮人社会には密輸が
広がっていて、塩、木綿などに加えアヘンまでが
１６）清王朝とその王族が直接受領していた土地である官地に対して、旗人が占めていた土地を旗地と呼んでいた。旗
人は清朝の満州族の軍隊組織と戸籍編制である八旗制度において、常時には民政を管理して戦時には将校となる
地位にある、おもに満族の人々を指している。
１７）日韓併合以後、１９１０年から１９１８年にかけて朝鮮で実施された土地調査及び土地測量の事業のことである。
１８）１９１９年３月１日に起きた民族をあげての反日独立運動である。
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密輸の対象になっていた。村から辺境につながる
山道を朴氏（７６才）は「密輸の道」と言ってい
た。その密輸品はさらに市街地に運ばれていて、
遠くハルビンまで広がっていった。特に、アヘン
には小麦粉などを加え加工して収入を増やしてい
たという１９）。この密輸による生計維持は実際中華
人民共和国が成立直前まで存在していたとい
う２０）。
三カ国のはざまに置かれていた朝鮮人において
は、「雉髪易服、帰化入籍」という壁は取り除か
れるどころか、「日帝は、朝鮮民族の青壮年にい
わゆる『協和服』を着て、頭には『戦闘帽』をか
ぶり、足には『脚絆』を巻くように、そして、女
子には日本式の『もんぺ』をはくことを強要し
た」（北朝研２０００：７２―７３）。ますます厳しい生活
環境に追い詰められていくなか、人々の不満はま
すます増加していった。このように朝鮮人が「経
済、政治、文化などのすべての面において最下層
にあった」（孫２００１：２４７―２４８）時期、各種の宗
教団体による学校創設が相次ぎ、思想伝播は本格
化していった。
本来生活実践は、政治・政策の不備な点や緩い
点などによって生じる「隙間」を微細に工夫する
ことで生活を組み立てることである。しかし、監
視や監督の強化はその「隙間」をなくすことにつ
ながり、これは生活のための実践の可能性と効果
をますます低下させることになる。このとき、朝
鮮半島からの思想の流入は新たな実践の道を提示
することとなった。当体制下における生活実践の
限界が、その体制自体を反対する政治実践を導い
たのである。それは、自らが置かれた状況の改善
を国家と民族の独立という政治実践を通じて獲得
しようとするものであった。この政治実践はさら
に他の社会集団としての中国共産党との連携を可
能にし、瞬く間に組織的反日闘争へと広がって
いった。地域の共同性の絆しかもっていなかった
コミュニティは社会的抑圧に対する生活実践に共
同に取り組むことで社会性の絆が強化され、思想
との出会いによって政治実践を試みることへ道を
開いたのである。同時に、政治実践は本来のコ
ミュニティの絆を強くしただけでなく、自らの運
命は民族独立と運命共同体であり、そのためには
多民族との協力も必要であることを認識させたの
である。
７．政治実践の実現
朝鮮人コミュニティの共同性及び社会性の絆
は、１９３２年の満州国の成立とともに激化していっ
た反日闘争によって一層強化されていった。満州
国における日本の政策が朝鮮人を自国の臣民とし
て優遇したように見えたにもかかわらずなぜ反日
運動は闘争へと激化したのだろうか。それを明ら
かにするには土地商租権と満州国の建国精神であ
る「民族協和」を取り上げる必要がある。
日本は、土地商租権問題が中国政府の商租権防
備対策によって実施が難航しているなか、それが
「虚偽のものになってしまうことを憂慮していた。
そのため、日本は「９・１８」事変２１）を勃発させる
ことに躊躇しなかった」（孫２００１：２５０）。「満州
国の成立によって土地商租権紛争は速やかに終
息」（孫２００１：２５１）し、その実施範囲も「『９．１８』
事変以前の主張よりも拡大され、全中国東北三省
に実施され」（孫２００１：２５３）、法的保障のもとで
日本の望むとおりに全面的実現が確保された。
日本が主導権を握った満州国は、「５族（日本
人、朝鮮人、満人、漢人、モンゴル）で構成され
た独立国家で、朝鮮人はこの５族のひとつとされ
た。満州国の建国の精神もこの五族の「民族協
和」であるというスローガンを掲げていた」（孫
２００１：２５８）が、実態は平等な権利と共和ではな
かった。その解釈は、「満州国が日本に依存して
いる以上、真の方針は日韓一体の日本帝国臣民を
中枢とした五族協和であり、その協和運動もまた
先覚民族の指導下にあるべきだという意味であ
る。そのうえ、朝鮮人は日本国臣民に属している
１９）アヘン自体が身体に害を及ぼすもので、それに小麦粉などを入れることは薬害を減らすことにも役立つと自らの
アヘン密輸と品質偽装にくる良心の呵責を慰めていたとの証言もある。
２０）新龍村と鶏林村の事例は、朴氏（７６才）、金氏（６９才）、朴氏（５９才）に対する２００３年６月と２００６年８月の証言に
基づいたものである。
２１）１９３１年９月１８日、日本帝国は武力で中国東北３省を占領して満州国を成立させた。
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としても日本に向かって無理を言ってはいけない
立場で、当然ながら指導民族は優秀な文化を持っ
ている日本人が担うべきだとされた」（孫２００１：
２５８―２５９）。実際、在満朝鮮人は五族の中で最も弱
い立場に置かれていた。
また、日本は土地商租権の対象となる在満朝鮮
人を有籍朝鮮人に限定していた。朝鮮半島に植民
地制度が実施される以前に東北に移住した人とそ
の子孫は、朝鮮の植民地への転落によって自動的
に日本国籍が与えられることになっていたが、実
際には戸籍を持っておらず、当時そのような無籍
朝鮮人が相当数を占めていた。戸籍がないものに
対して支配することが難しいと判断した日本は、
戸籍手続きをさせるもっとも効果的な方法として
土地商租権の不適用を講じたのである。さらに支
配統制を確かなものにするために、戸籍を持って
いて土地の所有が可能になっても、水田農業に
もっとも重要な水利権を与えないなどと統制を強
化していた（孫２００１：２６７―２７１）。
結局、表面的に朝鮮人の境遇は改善されたかの
ように見えたが、土地を所有したものは極めて少
なく、大部分は依然として貧しい小作農であっ
た。入籍などで土地所有権が得られるとしても入
籍費などは生計をかろうじて維持していた朝鮮農
民には相当な負担であったため、小作農で労働力
を売るしかなかった。
土地商租権問題が解決され、東北自然資源の利
用の土台が出来上がると、日本による農業移民政
策が始まった。この政策は、日本人を主体にして
いたが、朝鮮移民と中国人においても重要な意味
を持っていた。１９３７年を境に、前半には「在満朝
鮮人農民の安定確保を理由に朝鮮人の新移民を奨
励しなかった。しかし、後半では中国大陸に対す
る侵略戦争が緊迫したことから日本人開拓民とと
もに朝鮮人の本格的な新規入植を促進したのであ
る」（孫２００１：３８３）。移住に伴い安全と統制を前
提とした在満朝鮮人に対する装置として「集団部
落を設置、自作農創定、移民統制機関を設置し
た」（孫２００１：３９３）。同時に、中国人居住地には
相当な警察と監視員を駐屯させて監視を行っただ
けではなく、関内の中国人の移住を制限する政策
を実施した（孫２００１：４００）。
一方、日本は満州に満鮮拓殖株式会社２２）を成立
させ、朝鮮人の新規入植、先住朝鮮人に対する統
制と集落の集結および朝鮮人小作農に対する「自
作農創定」などの事業を進めていた。しかし、実
際１９４５年の日本の敗戦までに自作農になることの
できた朝鮮人はほとんどおらず（金２００４：第４
回）、救済という名目で借り出したローンで負債
を抱えて日本国の雇用者という身分から抜け出す
こともできず、集団生活は常に日本の統制下に
あった。
集団移民によって小作農の数も増加して、朝鮮
移民は一層厳しい経済生活に追い込まれていた。
統制と抑圧が村の隅々へと強化されていくにつ
れ、在満朝鮮人の不満は一層反日潮流へと激しく
拡大され、東北の在満朝鮮人社会の反日運動は全
国でもっとも激しいものとなった。土地政策にか
かわる細かな制度の完備がすすむにつれて土地政
策に対する対応可能性が狭められ、民衆のいらだ
ちの極限状態は反日の本格化につながった。
反日闘争の激化に伴い日本による朝鮮人村落の
抑圧も弾圧と虐殺へと深刻化して、武力による衝
突が全朝鮮人コミュニティを巻き込んでいくな
か、１９４５年８月１５日に日本の天皇が無条件降伏詔
書を発表し、日本の植民地支配も終焉を迎える。
民族差別と民族同化の危惧のなかで社会性に目覚
めた朝鮮人コミュニティは、思想化による政治実
践につよい共感をおぼえ、その絆はこれまでにな
く強化されていた。そのことは、日本の敗戦後間
もなく、延吉労働者・農民・青年・女性総同盟の
大会が開かれ、延辺人民民主大同盟２３）が組織され
そのメンバーが１４．５万人に達してその９４％あまり
が朝鮮人であった（金２００４：第７４回）ことから
もわかる。
８．同調関係におけるコミュニティの役割
東北地域における中国共産党の政権確立によっ
て、朝鮮族は中国の歴史上はじめて、少数民族と
２２）満鮮拓殖株式会社は、朝鮮総督府の考案で１９３６年９月満州国の勅令によって成立した。
２３）民族性を強く帯びていたこの組織が新しい政治思想を掲げることを懸念して、中国共産党の延辺委員会が介入
し、大同盟会メンバーの中国共産党への加入を進めたとの証言もある。
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いう位置づけで土地の私的所有権を獲得した。
１９４６年に中国共産党中央は「土地問題に関する
指示」２４）を下し、「各解放区の土地改革を群衆運
動発展の規模と程度に依拠して迅速に実践」する
ことを要求した。「７月７日、中国共産党東北局
では『現状と任務に関する決定』を発表し、……
食料と土地を分ける闘争へ農民たちを組織動員す
ることで、東北根拠地を創設し、強固にしていく
ことを指示した」（金２００４：第８０回）。１９４７年に
は「中国土地法大綱」２５）による「封建的および半
封建的搾取による土地制度を廃止し、土地を耕す
者の手に」を実行した。この方針に従い、農民に
土地が平等に分配され、引き続き地主の隠してい
た財産も掘り出して没収した。当時、延辺には７２
万人近い人口がいて、朝鮮族がそのうち８１．９％を
占めていた。なかで５５万あまりが農民で、農村人
口一人当たり平均３０００～４７００m２の土地を分配さ
れた（金２００４：第８０回）。
一方、この土地改革は反日闘争に取って代わっ
た階級闘争の思想教育を伴っていた。中国共産党
組織である土地改革工作隊は、農村に深く入り込
み、宣伝、動員、批判などの教育方式で地主に対
する闘争を強調した。同時に、党組織内部におい
ても批判と自己批判の精神を発揮して、思想闘
争、享楽思想、官僚風潮、自由主義、無規律など
を検討した。
土地の私的所有は朝鮮族農民の基本要求と一致
するもので、中国共産党率いる中国社会こそ朝鮮
族農民が生き残る道という信念をコミュニティ社
会に植え付けた。その信念に基づく朝鮮族農村コ
ミュニティの社会性は、内戦が続いている内地へ
の熱い支援の熱意にもあらわれていた。実に、
１９４６年から１９４８年までの間延辺人口の５．８８％の若
者が参軍して国民党との戦いの前線に向かって
いった（金２００４：第８１回）。同時に、後方では大
量生産運動を展開して食糧と軍需物資を戦線に供
給した。これらは、コミュニティと中国共産党の
同調関係をよく示している。
このように、土地改革は農民の基本的要求にこ
たえるものであると同時に、朝鮮族と中国共産党
に共通する新たなイデオロギーとして社会主義建
設における階級闘争という思想を広げた。つま
り、朝鮮族農村コミュニティ内部の日常生活に土
地という生活手段を与えるとともに政治を内在化
させたのである。
一方、朝鮮族農村では壮健な若者が戦場に行っ
たことで、労働力が足りなくなった。また、貧し
い農民層が大半であったため農業生産に必要な家
畜、農機具、生産資金、生産技術、労働力などが
不足する問題が現れた。この問題の解決を試みる
なかで自発的に助け合う現象が起きていた。この
現象を取り上げ、「互助合作」問題として延辺田
園公署は１９４６年２月に報告した「延辺農業生産の
総和」にて提議した。報告は「朝鮮族は過去、共
同で農業をしようと『集落』を編成したことが
あった。このような昔の生産形式は『互助組』を
つくるための良い土台だ」（金２００４：８８期）と指
摘した。同調関係において、コミュニティの内部
機能が政治・政策に吸収されたことのあらわれで
ある。
１９４９年から互助合作運動が本格化するにつれ、
労働力の浪費、労働功績評価の不合理性、所得増
加に伴う互助組織の解体現象２６）が浮上したことか
ら、農業生産と政策の間に矛盾が生じはじめた。
しかし、それらの矛盾は互助組の成功例によって
克服すべきものとして正当化された。成功例は、
村内部のリーダーと組員たちの民主的運営によ
り、細かな土地利用と合理的労力基準、合作資金
による副業などに支えられたものであった。つま
り、土地利用の自主性などとともに、村内部の自
治的空間が確保された状況で、コミュニティ内部
のメンバーの協力関係により互助合作の矛盾を乗
り越えたものであった。一方、この成功例は、政
治性が内在化したコミュニティにおいて、「互助
組」に入らないことを違法だと思う人と本心は参
加したくないが人々の群衆批判で階級の敵にされ
ることを恐れる農民に対しては大きな宣伝材料と
なった。すでにコミュニティと社会との同調関係
が不明瞭になっているなかで、コミュニティの力
で政治・政策の矛盾を乗り越えたことは評価され
２４）劉少奇により１９４６年５月４日に発表された指示で、『劉少奇選集』に記載されている。
２５）１９４７年９月１３日に中国共産党全国土地会議で通過された。
２６）生活改善、生活生産回復、生産農機具が完備できるようになったためである。
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ず、返って、政治・政策の優越性へと転化された
のである。
中華人民共和国成立までの間に、朝鮮人コミュ
ニティの共同性と社会性は支配権力に対する対立
関係のなかで形成され変容されていった。その対
立関係は、中国共産党との連帯で解消され新しい
国家建設における同調関係へと変容した。土地改
革によって再確認された同調関係によって、朝鮮
族農村コミュニティと国家を代表とする社会との
境はさらに不明瞭となり、そこに矛盾があっても
コミュニティ内部での生活実践による解決の方法
は見つからず、政治・政策が指し示すとおりに階
級闘争の矛先を内部に向けることに順応的になる
結果をもたらしていた。
９．コミュニティ内部の弱体化
互助合作の勢いが、農民にとっては一番敏感な
土地の私的所有の夢を奪い、土地および生産財を
集体化２７）していく過程で、コミュニティと国家と
の間の矛盾は大きくなる一方であった。特に、大
躍進運動２８）を伴っていた人民公社化初期段階で
は、はっきりと政治・政策の矛盾を露出してい
た。１９５９年から１９６０年までの３年間には、自然災
害の影響もあって２９）農業の全面的な大幅減産を招
いて飢餓死を出すまでになった。また、鉄鋼大増
産運動では資金と労力が無駄使いされただけでは
なく、ノルマを達成して自らの身を守ろうとした
各層の幹部によって生産を誇張する風潮を蔓延さ
せた。
その後、１９６２年の北京七千人会議では経済低下
を中心に大躍進運動と人民公社化の教訓が総括さ
れた。毛沢東が責任をとって失脚して、劉少奇と
小平によって自由化による農業生産の復活が図
られた。ある程度復活の見込みが出始めた時、毛
沢東による権力奪回のための紅衛兵３０）を動員した
文化大革命が引き起こされた。その結果、農民の
生活は再び食糧不足の状況に戻ることを余儀なく
された。この時期の生産活動は、鐘がなると仕事
に出かけ、銅鑼がなれば仕事を終える。一年四季
いつ何を植え、いつどのように収穫するのかはす
べて公社に従う。家畜を飼うにも数が決まってい
るなどと生産の自主権と生産品の支配権のいずれ
も持てない状況であった。
このような土地利用における自主性を失った状
況においては、それまで土地利用を中心に築か
れ、確認され形成されてきたコミュニティ内部の
絆は弱くなった。国家の政治・政策に吸収される
形で弱体化されていったコミュニティの社会性に
加え共同性までもが影響を受けることになった。
国家政権との同調関係において、政治・政策に対
する生活実践の必要性が明確であったにも関わら
ず、コミュニティはすべてその共同性の絆まで深
く傷つけられ、機能できなくなっていたのであ
る。
それは土地利用の自主性を失ったということだ
けでなく、政治闘争が人々の信頼関係を破壊した
ことに起因する。国家政策と民衆の生活という対
立構造が同調関係において隠ぺいされていた。そ
のなかで、人々が平等で豊かに暮らせる社会主義
の実践を妨げるのは、地主、右翼、反革命分子な
どで、これらの悪者は民衆の中に潜んでいる。階
級闘争でこれらの悪者を見つけ出して打倒するこ
とこそ、農民が貧しい生活から抜け出す道である
と農民を教育した。朝鮮族農村の農民たちも毎日
のように批判集会や勉強会に駆り出され、農作業
の合間に階級闘争のノルマをこなさなければなら
なかった。
一方、朝鮮族コミュニティに大きな影響力を
持っていた実権派３１）は、中央から派遣されてきた
２７）集体化は、生産と分配の手段および方法が社会の成員全体で共有すべきであるという資本主義に反対する意味で
定着するようになり、集体も多くの人々により結合された組織の総体として個人に対する言語として普遍化され
るようになった。
２８）１９５８年、毛沢東は１５年でイギリスを追い越そうと呼び掛け、大衆を動員し、急速な拡大生産政策を打ち出した。
なかでも、鉄鋼の増産がかなめとされて農村では多くの農民が駆り出され、原始的な熔鋼炉が作られ、鉄づくりに
労働力が費やされた。そのため、田畑は荒廃して農地を公有にした人民公社制度は労働意欲を失わせていった。
２９）自然災害だという認識がなかったという証言もある。
３０）文化大革命の初期に結成された中学生、高校生、大学生の運動組織の名称である。
３１）当時、朝鮮族社会で大きな影響力をもって、実権を握っていた人たちである。
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指導者の指揮下にあった紅衛兵によって徹底的な
打撃をうけた。それに、常に民族性の伝承の中核
をなしてきた知識層は猛烈な政治の集中攻撃を受
けて、最も深刻な弾圧を受けていた。このように
してコミュニティの啓蒙を促す要素は失われ、多
くの農村は中央の指示に従い、民衆の中に潜んで
いる「階級の敵」を見つけ出してつるしあげる
「階級闘争」へと駆り立てられていた。
例えば、人口２０００くらいのある村の状況をみる
と、土地改革ですでに打倒され財産を没収された
地主を、もう一度引き出して闘争の対象につるし
あげた。毎日の「闘争大会」で暴力まで受けてい
た地主が家族と夜逃げをして闘争対象がいなくな
ると、「工作隊」に党に対する忠誠心が足りない
と指摘された。あらゆる面で「出る杭」が打たれ
る状況が生まれ、周りの人々より異色の経歴を
持っていた民族独立運動過程で逮捕歴がある人が
標的になった。「日本のスパイ」容疑を頑として
認めなかった彼は闘争の激しさに絶えず自殺の道
を選んだ。再び敵を失った村人たちは、親友や仕
事仲間からある日突然態度を変えられて階級線を
引かれるのではないかという不安な日々を過ごし
たという。「工作隊」からお互いに監視し、告発
する村の自己監督を指示された村人は、自らの身
を守るためにあるいは他人を打倒することで自分
が出世しようとするために、ますます過激になっ
ていった。「農村『工作隊』が農業をわかってな
いのではないか」と疑問を口軽く言った農民が
「反革命分子」になって、敵となり、その敵への
打倒を共有することで村人たちは再び結束し
た３２）。
約３０年の政治闘争は、朝鮮族農村コミュニティ
の共同性と社会性を抑圧しただけでなく、コミュ
ニティの根底にあるひとりひとりの信頼関係を疑
わしいものへ変え、その絆を崩壊させていった。
絆を傷つけられたコミュニティはその存在を確認
できないほど弱体化した。
１０．朝鮮族農村コミュニティの形成と変容
以上、いくつかの歴史上の転換期点を取り上
げ、朝鮮族のコミュニティの形成と変容を考察し
てきた。
朝鮮における社会的逸脱集団であった「犯禁越
境」者たちは、飢餓回避とそのために目指した物
理的空間を共有していた。しかし、それらの共有
は朝鮮社会と逸脱集団の境における共有であっ
て、逸脱集団内部における共有ではなかった。彼
らは潜在的共同性と地域性を持っていながら、集
団内部において全く連帯性を持っていなかった。
それは、移住が「犯禁越境」であったために官庁
の目を避けて分散してひそかに暮らす必要があっ
たからである。
集団内で連帯性が復活したのは結局、朝鮮と清
朝の二重の封禁令が廃止され、清朝が「移民實邊
政策」を通じて朝鮮人開墾民の移住を認めてから
である。潜入生活を強いられた制限が解かれたこ
とは共同性の絆の復活につながり、ようやく共同
性と地域性を有した朝鮮人コミュニティが形成さ
れたのである。
共同性と地域性に加え、清朝による不平等な安
置政策と民族同化の強制への抵抗の過程で、コ
ミュニティが外に向かって社会性を帯び始めた。
また朝鮮人としての文化的独自性は、「佃民制」
という生活実践を通して表象し、共同性の強化に
大きな役割を果たした。人々の暮らしは常に政治
・政策との対立関係の中に置かれており、既存の
コミュニティに依存する一方、コミュニティの社
会的進歩を促すなどと、人々の生活実践とコミュ
ニティは相互依存関係にあった。
コミュニティの絆が深くなることと生活の微細
な実践の工夫の余地がますます狭くなることは、
さらなる対立関係の先鋭を招くことになった。政
治・政策に対して微細な工夫をすることで組み立
てていた生活実践が、権力による監視や抑圧の強
化で、その実践の可能性及び解決が難しくなる
と、コミュニティの不満は増大し、新たな解決策
を探ることになる。朝鮮人コミュニティの民族独
立思想との合流は、国家と民族の独立という政治
実践を通じて生活改善を獲得しようとする社会運
動をコミュニティに与えた。この社会運動もまた
既存のコミュニティに依存したもので、次第に強
化されていき、コミュニティと社会との対立関係
を運動から戦争にまで発展させるエネルギーを
３２）この部分は２００６年８月、２００７年３月に小光村の約８人の聞き取り調査をまとめたものである。
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もっていた。その結果、よりよい生活の維持のみ
を目的とするコミュニティは、民族、国家をもコ
ミュニティの内部に取り入れ、運命共同体として
生活の組み立てをはかる政治実践を共有すること
になった。
国家との政治・政策と生活実践との対立関係下
における明確なコミュニティの形成と変容に加
え、中華人民共和国成立以後の歴史は両者の同調
関係下におけるコミュニティとして考察する必要
がある。それは、対立関係が中国共産党との連帯
による解放で解消されたと朝鮮族農村コミュニ
ティが認識していたからである。新しい国家建設
における同調関係は、コミュニティと政治・政策
との対立関係を隠ぺいしやすくして生活実践の矛
先を曖昧にさせた。自生的なコミュニティは同調
関係下においても対立関係下においても、国家の
政治・政策をそのままうけいれるのではなく、可
能な限り人々の生活にとって有益なものへと変換
する役割を果たしてきた。しかし、同調関係下の
朝鮮族は日常生活の矛盾の根源が政治・政策にあ
ることを認識できないか、あるいは認識してもコ
ミュニティの内部分裂で役割を果たすことができ
なくなる状況に陥った。人々の生活が政治・政策
に対応できなくなることによって、コミュニティ
はその存在自体が不明瞭となり、本来、コミュニ
ティの外部に対するものであるはずの階級闘争が
コミュニティの内部に向かっていくことに対して
も無力となる。
朝鮮族農村コミュニティにとって、土地利用に
おける自主性が失われることと運営をリードして
いたリーダーや知識人という中枢をなくしたこと
も致命的であった。覚醒の機会をなくし、土地を
紐帯として温存していた絆も切れ、密告制などに
支えられていた政治闘争は、コミュニティの根底
にある諸個人間の信頼関係を破壊した。絆を傷つ
けられたコミュニティは地域性以外の共同性と社
会性のいずれの側面でもダメージを受け、コミュ
ニティの崩壊の危機までも認識させにくくしたの
である。
このような朝鮮族農村コミュニティの形成と変
容は、土地利用と密接に関連していて、土地を中
心とする政治・政策に対する生活実践と大きく関
連していた。土地利用を中心に強化されてきた歴
史背景が、本稿の文頭における長老の「……日本
統治時代よりも村が機能しなくなった」という言
葉にあらわれている。同時に、このことは改革・
開放から約３０年経った今もなお、状況が改善され
てないことを意味している。この３０年に対する考
察は次の課題として別の論文に譲ることにして、
本論に戻ると、歴史の全般過程において、マイノ
リティーと従属階級を生きてきた中国朝鮮族農民
にとって、土地は彼らが生存する命綱だけでな
く、社会を生きる寄り処でもあった。歴史は、土
地とコミュニティの切り離せない関係とコミュニ
ティの強弱が社会を生き抜くうえでにいかに重要
であるかということを明確にあらわしているので
ある。
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―「孫２００１、金２００４、北京大学朝鮮文化研究所２０００、２００６より作成」
１６２７年 朝鮮は清朝と「江都會盟」を締結して封彊を約束。
１７３５年 清朝による豆満江の北部を中心とした「封禁政策」実施。
１８６０―１８７０年 未曾有の飢餓によって朝鮮人が大量に延辺に流入。
１８７５年 清朝が西間島の封禁政策を廃止。
１８８２年 清朝が間島で「雉髪易服」による入籍令を発布し朝鮮人の帰化を勧誘。
１８８３年 朝鮮が豆満江に対する封彊令を廃止。
１８８５年 清朝が封禁令を全廃し開墾局を設けて開墾地域を設立。
１９０２年 清朝が延吉庁を設立。
１９０６年 中国で朝鮮人による初の近代的学校である端甸書塾が延辺の龍井に設立。
１９０７年 日本軍が龍井に進駐して朝鮮統監府間島派出所を設置。
１９０９年 ９月、間島協約が結ばれる。
１１月、日本が朝鮮統監府間島派出所を廃止して間島日本総領事館を設置。
１９１０年 日韓併合。
朝鮮国内で「土地調査事業」が始まり、多くの破産農民を生み出す。
学校教育を通じた近代科学知識の伝播が拡大。
１９１４年 民国により「国有荒地承墾条例」が発表され、吉林省も「吉林全省放荒規則」を発表。
大教が本部を間島に移す。
１９１５年 「満蒙条約」が締結。
１９１７年 東洋拓殖株式会社間島出張所が設立。
１９１９年 ３・１独立運動。
３・１独立運動の影響を受け龍井で反日大会、反日デモが起きる。
１９２０年 反日運動が衝突へと転換。
日本朝鮮銀行襲撃、日本守備隊と新民団との衝突、琿春事件、庚申大討伐などが起きた。
１９２１年 各種宗教教会により龍井に三校の中学が相次いて創設。
１９２２年 日本総領事館で火事が発生。
１９２３年 共産主義者らによるマルクス思想の伝播が始まる。
１９２８年 延辺に中国共産党の党組織が建立。
国際共産党の「一国一党」の原則により、東北にある朝鮮共産党主義団体を中国共産党に加入さ
せる事業を展開。
１９３０年 中国共産党との連携による反日闘争が本格化し、日本による弾圧も強化されていく。
中国共産党延辺第１回党員代表大会が開かれる。
１９３１年 満州事変。
１９３７年 ７月盧溝橋事件。
１９３９年、１９４０年 日本軍による「大掃討」が展開。
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１９３２年 日本がハルピンを占領。
満州国の建国を宣言。
関東軍による朝鮮人村落を襲撃と弾圧が虐殺へと強化されていく。
１９４５年 ８月、日本敗戦。
ソ連軍が延吉に入る。
延吉県臨時政府が成立。
１９４６年 各地からソ連軍が撤退。
中共中央東北局の「日本侵略者と傀儡政権の土地を処理することに関する指示」が公布。
中共中央の解放区における「土地問題に関する指示」が発表。
人民解放軍への参軍熱が起きた。
１９４７年 「中国土地法大綱」が頒布。
１９４８年 中国共産党延辺地区委員会が成立。
朝鮮族の少数民族としての地位を確定。
延辺各地で人口による土地の平均分配が終了。
１９４９年 中国共産党が東北朝鮮人に一律に中国国籍を与える。
中華人民共和国宣言。
延辺で互助合作運動が展開。
１９５０年 朝鮮戦争開始。
１９５１年 『農業生産互助合作の決議（草案）』によって採決。
延辺地域委員会では初期合作社を試験的に建立することを指示。
１９５２年 「中華人民共和国区域自治実施要綱」が発表。
延辺朝鮮民族自治区が成立。
第一次農業生産合作化ブームが起きた。
１９５３年 初の高級農業生産合作社が設立。
中共中央の「食糧の計画的買い上げと計画的供給の実行に関する決議」発表。
１９５５年 延辺朝鮮族自治区が州へと格下げされ、吉林省の管轄下に置かれる。
１９５６年 農業合作化運動が完了
１９５８年 人民公社化が編成。
大躍進運動開始における「大煉鋼鉄」運動に多くの農民が動員される。
１９５９―１９６１年 自然災害と人災に伴う飢餓死が続出。
『目前農村人民公社における政策問題の緊急指示』が発表。
１９６２年 北京七千人会議。
中朝は平壌会談にて中朝辺界条約を締結。
１９６６年 文化大革命が開始―紅衛兵運動が開始。
朝鮮族の実権派の追い落としが開始。
１９６７年 紅衛兵運動の過激化と解放軍の介入。
１９６８年 紅衛兵運動が終焉―権力の奪い取り運動が完了。
毛沢東により紅衛兵の農村下放の指示が出される。
１９６９年 延辺で学校幹部の「下放」開始。
１９７１年 中共延辺朝鮮族自治州委員会を回復。
１９７６年 周恩来死去。
毛沢東死去。
江青ら四人組が逮捕。
１９７８年 文化大革命が終焉―小平が最高権力者になる。
１９８０年 延辺朝鮮族自治州革命委員会を自治州人民政府に改める。
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The History of the Space Between Nation and Tribe
―Chaoxianzu farmers of Northeast China―
ABSTRACT
The aim of this paper is to consider community formation and the resulting
transformation process which arises as a result of people making a living and being against
the rule of law. Such a community formation and transformation process can be seen in
the history of a Chinese chaoxianzu, a Chinese-Korean tibe’s name. In this paper I will
explore historical materials and relate these to an interview of import and with an
established Chaoxianzu farmer. I focus on the conversion period from the１８th century,
particularly the１８６０s, to the１９７０s, when there occurred great fluctuations in each and
every area of society and culture and politics in order to confirm the minority identity and
status of the Chaoxianzu farmer. I will conclude by discussing the recognition and reality
of community formation and the transformation process as they relate to the Chaoxianzu
farmer who lives in the space between “Nation” and “Race”. I will also discuss how this
living between “Nation” and “Race” has been reflected in the process of formation and
transformation of the community according to life practice processes against the politics
and policies of the land in China for approximately one hundred years.
Key Words : community formation, transformation process, Chaoxianzu farmers
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